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国民参加による気候変動情報収集・分析
事業 73,997千円 １１令和４年度国民参加による気候変動情報収集・分析事業（２年目）

ニンニク栽培における気候変動影響
• 栽培試験

• 過去の気象データ及び出荷量データ等の収集

• 検討委員会

• 啓発動画及び気候変動パンフレットの作成

家畜における気候変動影響
• 飼養試験

• アンケート及びヒアリング調査

• 過去の気象データ及び出荷量データ等の収集

各分野の会 各分野の会 全体会合

セミナー

啓発動画及びパンフレット作成・公表

飼養試験

アンケート及びヒアリング調査

栽培試験

地域特有の気候変動等についての理解を深め、地域住民の適応策の取
組み推進につなげるため、有識者を２名招いたセミナーを開催。

有識者による科学的知見や助言をもとに、収集した情報の妥当性確認
を行う場として、農業分野及び畜産分野の検討委員会をそれぞれ年２
回、全体会合を年に１回開催。

• セミナー

気候変動影響に関する住民向けの動画を作成し、県適応センターホーム
ページで公開。
環境学習等に活用するための子ども向けパンフレットの作成。

農業試験場協力のもと、県内４カ所において、栽培試験を行うことで、り
ん片分化時期及び温度条件を調査。

過去の気象データ及び出荷量データ等とあわせて、不結球発生の関連を
解析。

過去の気象データ及び生産量等を調査し、関連を解析。

県内の畜産農家を対象に気候変動と思われる事象、適応策等に関する
アンケート及びヒアリング調査を実施。

暑熱の状況や畜産への影響を調査するため、畜産試験場の畜舎内の温
湿度、WBGT及び風速を測定するとともに、家畜の生産性等を調査。

気象データ及び出荷量
データ等の収集

気象データ及び出荷量データ等の収
集



情報収集

１）栽培試験
２）過去の気象データと過去の出荷量のデータとの関連に

ついて調査

令和４年度国民参加による気候変動情報収集・分析事業 (２年目）
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課題Ⅰ ニンニク栽培における気候変動影響

課題Ⅱ 家畜における気候変動影響
１）飼養試験
２）過去の気象データと過去の出荷量のデータとの関連に

ついて調査
３）アンケート調査及びヒアリング調査



〇全国２位の生産量（西日本では、１位）

〇県内で生産は継続されているものの、生産量が年により増減
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〇不結球葉状化（スポンジ球）

・球形成せずに、葉鞘内部が空洞化

・場内試験では、１～５割発生

→大きな収量減

不結球

通常球

※不結球葉状化の原因は不明

球形成時期（１～３月）と地温及び気温の関連を調査

〇球形成の条件

・球の形成には、低温が必要（品種間での差異有り） 品種 低温要求性
寒地の品種 高
暖地の品種 低

・１月下旬～３月上旬頃に原基や側芽を形成

課題

情報収集Ⅰ：ニンニク栽培における気候変動影響

現状

調査内容



研究結果：不結球葉状化と温度条件の調査

※分化指数は、肉眼で確認し、0:未確認、１：花茎が分化、２：側芽が分化、として調査し

た。

※福地ホワイト（青森県で栽培）は2月22日現在で分化なし。
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・気温調査の結果 ・花芽分化調査（調査中）供試種子：太倉

試験場所
分化指数 株数（個）

1月18日 1月24日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日

中山間地
（まんのう町、
標高720m）

0 4 4 4 4 4 4

1 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0

平坦地
（綾川町、標高80m）

0 4 4 4 4 4 3

1 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 1

平坦地
（丸亀市、標高60m）

0 4 4 4 4 3 3

1 0 0 0 0 1 1

2 0 0 0 0 0 0

海岸地
（丸亀市、標高10m）

0 4 4 4 4 4 2

1 0 0 0 0 0 2

2 0 0 0 0 0 0

試験地
平均気温
(℃)

中山間地(標高720m) 5.0
平坦地1（標高80ｍ） 8.0
平坦地2（標高60ｍ） 9.0
海岸地(標高10m) 9.1

供試種子：・福地ホワイト（主に青森県で栽培） 試験実施場所：４ケ所
・太倉（香川県で栽培） ※気温条件が異なる場所を選定

情報収集Ⅰ：ニンニク栽培における気候変動影響

・地温調査の結果



情報収集Ⅱ：家畜における気候変動影響

１）飼養試験
試験方法

設置場所：香川県畜産試験場 牛舎（12箇所）、
豚舎（５箇所）、鶏舎（２箇所）

調査期間：令和４年７月21日～令和５年10月31日
設置機材：図１のとおり

図１ 設置機材

WBGT＝0.735×Ta＋0.0374×RH＋0.00292×Ta×RH＋7.619×SR－4.557×SR2
－0.0572×WS－4.064

※Taは気温（℃）、RHは相対湿度（％）、SRは全天日射量(kW/m2)、WSは平均風速(m/s)

調査結果



情報収集Ⅱ：家畜における気候変動影響

写真 機材設置の様子（牛舎（上）、豚舎（中央）、鶏舎（下））
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豚舎ごとの日最高WBGT値の比較
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WBGT
(℃）
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情報収集Ⅱ：家畜における気候変動影響

２）気象データと出荷量等のデータとの関連について
① WBGTと乳牛の乳量出荷量等との関連

② WBGTと豚の受胎率等との関連

（気温） （WBGT）



７　乳量・乳質について　

その他の影響や対策（牛の改良、飼料、施設、器具、飼育方法など）
６　病害虫について（サシバエ・ハエ・蚊・アブなど）

５　牛の疾病・事故について①減ってきている　②増えてきている　③変わらない

※（疾病名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９　乳牛の暑熱によるへい死の原因について

①減ってきている　　②増えてきている　　③変わらない

乳量は　①減ってきている　　②増えてきている　　③変わらない

乳質は　①良くなってきている②悪くなってきている③変わらない

８　乳牛の暑熱への順応について①徐々に順応してきている　②もう順応できなくなってきている　③変わらない
①この夏　　頭へい死　　④暑熱が原因のへい死はない 8

情報収集Ⅱ：家畜における気候変動影響

y = 0.6278x + 71.329
R² = 0.3818
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３）アンケート調査及びヒアリング調査

③ WBGTと鶏卵の卵重等との関連

アンケート調査の名称：「気候変動が家畜に与える影響について、

特に夏季猛暑に関して」

調査対象：県内農業士等２３名

調査方法：記入式アンケート調査及び電話での聴き取り
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情報収集Ⅱ：家畜における気候変動影響

アンケート及びヒアリング調査結果

家畜 まとめ 良 悪 不変

１ 子牛・豚、ヒナ発育について 18 18 64

２ 育成牛・豚、育成鶏発育について 18 27 55

３ 発情・受胎率等について 13 13 73

４ 分娩（安産、産後回復等）について 25 19 56

５ 育成成績、産卵率 30 20 50

６ 肉質について 25 5 70

７ 疾病について 26 13 61

８ 病害虫について（ハエ・蚊・アブ・シラミ） 30 35 35

９ 暑熱への順応について 35 13 52

10 暑熱によるへい死について 26 13 61

単位 ％
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情報収集の分析及び妥当性の確認

日時 （第1回） 令和４年９月15日

（第2回） 令和５年１月11日

（全体会合） 令和５年２月28日

ニンニク部会検討委員会

委員 国立環境研究所気候変動適応センター 増冨祐司

香川大学農学部 松村伸二

香川県農政水産部農業経営課 伊藤博紀

香川県中讃農業改良普及センター 柴野ゆりか

意見 ・ 気温データに用いた地点が1地点だけであるが、県内各地でニンニクを
栽培しているため、複数地点の気温データを加えて計算する必要がある。

・不結球と春腐れ病は発生する時期が違うため、それぞれに関係する時期を
区別して予測計算をする方がよい。

・ 低温要求について、どれくらいの積算時間で分化するのか調べてみては

どうか。
・ 週ごとに4個体ずつ調査を実施しているが、可能であれば個体数を増やし
てみてはどうか。
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情報収集の分析及び妥当性の確認

日時 （第1回） 令和４年９月22日

（第2回） 令和５年１月10日

（全体会合） 令和５年２月28日

委員 農業・食品産業技術総合研究機構 野中最子

香川県畜産協会 澤野一浩

香川大学農学部 川﨑淨教

家畜部会検討委員会

意見
《酪農肉牛》
・飲水等で結構耐えられているのかどうか等も確認した方が良い。
・長期間の低ストレスあるいは短期間の高ストレスなどでも違いはあると考えられる。
・クロスコレグラムの方法について、個体ごとの遅れ日数を確認してみてはどうか。
《養豚》
・５月～６月頃からのデータがあれば良い。
・産子数について、湿度が影響しているのではないか。
・受胎率等が年によって差が大きいため、年毎でまとめるべきである。
《養鶏》
・東・西側で測定した方が乾期の面からも比較になったのではないか。
・11月までのデータだと、気温も下がってしまうので、９月16日頃までのデータで同
様の解析を試みてはどうか。



普及啓発等

啓発動画及び気候変動パンフレットの作成

R3 気候変動適応パンフレット

・ 令和3年度に作成した「気候変動と適応」の

パンフレットを県内の小学校に配布する他、セ

ミナー等イベント開催時や来庁者に配布した。

また、センターホームページに掲載し、啓発を

行った。

・ 令和4年度は、気候変動影響に関する県民向

けの動画を作成するほか、環境学習等に活用す

るため、こども向けパンフレットを作成し、普

及啓発につなげる。

12R４ こども向けパンフレット



普及啓発等

気候変動適応セミナー

地域特有の気候変動等について理解を深め、地域
住民の適応策の取組み推進につなげるため、有識
者を２名招いたセミナーを開催

日 時 令和４年９月11日（日）
会 場 サンメッセ香川 中会議室
参加者 43名

講演１ 地球温暖化に伴う気候変動の現状と将来予測
講師 高松地方気象台調査官 吉村 優 氏

講演２ 気候変動が熱中症に及ぼす影響とその対策
講師 国立環境研究所気候変動適応センター

主幹研究員 岡 和孝 氏
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成果と課題

• ニンニクの栽培試験から、花芽分化に関する知見が得られ、不結球葉状化の原因
究明の一助となった。

• 香川県畜産試験場において、牛、豚、鶏舎のWBGTを測定し、様々な環境での
WBGTを把握することが出来た。

• WBGTと乳牛の乳量や豚の受胎率、採卵鶏の卵重等への関連について把握する
ことが出来た。

• 気候変動適応セミナーや気候変動影響に関する動画の作成等を通じて、県民へ
の気候変動影響への関心を高め、適応策の推進に繋げた。

《成果》

• 今後、将来予測の結果及び適応策をどのようにニンニクの栽培に普及させていくか
• 将来予測の結果及び適応策を、他の農作物に、どのように展開していくか
• 地域の実情に応じた適応策に関する情報発信

《今後の課題》


